












令和３年度 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価
南部町地域公共交通会議

生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統）の概要

南部町の概要 交通会議の構成員

地図

協議会の主な取り組み

米子市へ通じる唯一の幹線交通である日ノ丸バスを軸に、町内広範に自家用有償運送（市町村運営有償運送：
交通空白地）による公共交通網が広がっている。これらの公共交通については、米子市の総合病院・大規模な商店等が当町民
の日常生活機能を担い、又町内に高等学校がないため高校生の通学についても、幹線交通が米子市に向かう唯一の手段として
、車を運転できない高齢者や学生を中心に、生活に必要不可欠な交通として機能している。
この幹線交通に通じる支線として市町村運営有償運送南さいはく地域５系統が役割を果たすこととなり、南さいはく地域の

住民の通院・買い物・通学の為、不可欠な当該路線を安定運営していくことが必要である。このため、地域公共交通確保維持
事業により、南さいはく地域路線の確保・維持することで、住民の生活交通手段を存続させていくことが必要である。

・平成１６年１０月に２町が合併
・人口 10,950人（平成２７年国勢調査現在）
・面積 114.03㎢

鳥取県 南部町 社会福祉協議会 日ノ丸自動車㈱
日本海観光㈱ 福祉タクシー協会 鳥取県バス協会
鳥取運輸支局 米子警察署 学識経験者

・利用者ニーズに合わせた路線バス・コミュニティバス再編の協議
・米子～南部町に至る4条路線バスの統合・短縮に伴いエリアのフィー
ダー系統の整備に関する協議
・フィーダー系統用小型車両2台の導入に関する協議
・法勝寺地内バス停移動に関する協議
・複合施設「キナルなんぶ」にバス停設置協議（令和３年６月）
・上長田線の続行便の運行について協議（令和３年６月）

概 要

協議会における検討

交通会議の開催状況
・平成30年5月22日
確保維持改善計画に関する協議
自家用有償旅客運送の変更（運行区域拡大）
・平成30年9月3日
確保維持改善計画（令和元年度～令和３年度）の承認
・平成31年3月13日
自家用有償運旅客運送の更新
・令和元年6月19日
確保維持改善2年目計画（令和２年度～４年度）の承認
・令和元年12月24日
令和元年度事業評価について
・令和2年6月16日 確保維持改善2年目計画（令和3年度～5年度）の承認
・令和2年12月24日 令和2年度事業評価について
・令和3年6月30日 確保維持改善2年目計画（令和4年度～6年度）の承認
・令和4年1月5日 令和3年度事業評価について
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定量的な目標・効果

地域住民の意見の反映

（目標）路線短縮前の日ノ丸バス利用から市町村運営有償運送に移行する人数（約10,000人）に、新たに運行する沿線の利用者増加分
を加え、５系統で年間3,000回、運行1回あたり平均4人の乗降を見込み、年間12,000人を目標値とします。
年度推移については維持とします。
（効果：路線）市町村運営有償運送５系統の南さいはく地域路線を維持することにより、南さいはく地域全体の高齢者や学生の日常生活
に必要不可欠な移動手段が確保される。また、幹線・支線のネットワークが連携することで、効率的な運行体系が実現できる。さらには、
外出促進・地域活性化にもつながる。
（効果：車両）小型車両を導入したことにより谷部への乗り入れが可能になり交通空白地を大幅に解消した。

・住民団体と行政との意見交換随時
・事業者への定期的なヒアリング
・予約時の手間に関しては、鳥取県、鳥取運輸支局と協議
⇒継続協議

南部町地域公共交通会議 事業の評価南部町地域公共交通会議 事業の評価

実施した利用促進策昨年度の自己評価に
対するフォローアップ

乗り継ぎ結節点の追加やダイヤ設定の見直しについては、令
和３年４月に北部エリアのダイヤを大幅に変更したため、引き
続きの検討課題としたい。
予約に手間がかり面倒だという意見があるが、持続性のある
公共交通を目指し引き続き検討を行っていく。

昨年度の運輸局二次評価に
対するフォローアップ

・地域別（上長田、東長田）時刻表チラシを全戸に配布
・利用促進のために買い物便を試験運行（令和元年11月～3月）
実施 第１回目（土曜） 令和元年 11/30、12/7、14、21、29
（上長田線8：45、東長田線8：50運行）、合計17人乗車

第２回目（土曜、水曜）令和2年 2/29、3/4、7、11、14、18、21、25、
28（上記線に加え、水曜日 上長田線8：40、東長田線8：45を運行）
合計19人乗車
・町内小旅行のススメの作成及び配布

路線定期２系統 路線不定期運行（予約型）３系統 車両減価償却 補助車両2台/全体車両2台

・昨年度の二次評価で「予約については、スマートフォンを活用する、
紙媒体での予約といった様々な手法が考えられるため、利用者も
含め議論がなされ、ニーズに応じた運行を行っていただきたい。」に
対しては、デジタル化を図り、幅広い利用者層に利用していただけ
るようシステムの導入を検討するとともに、スマホ教室等を実施して
いき、だれでも利用できるように努めていきます。
・また、昨年の二次評価で、「小型車両の機動力を活かし谷部集落
まで利用者のニーズを取り入れながら利用促進に努めることを期
待している」ということに対しては、引き続き利便性を維持向上させ
るため谷部集落まで乗り入れることとしています。

岩田1



事業実施の適切性

目標・効果達成状況

事業の今後の改善点
３年度実績は、新型コロナウイルスの影響があるもののほぼ目標値を達成することができた。今後も人
口が減少傾向にあることから、町の北部エリアと合わせて、持続性・利便性の高い公共交通の体系構築
を目指しながら、目標設定を含め検証・評価を行い中長期視点で改善を図る。

一層の安全運行を行うため、北部・南部エリアの各便の始点及び終点になっている丸合西伯店のバス
停位置の変更を行う。

令和４年春には、南部エリアに公共の拠点施設が誕生するため、バス停を設置し地域の利便性を高め
ていく。また住民要望を踏まえた公共交通体系の見直しを行い、利用者の利便性向上を図る。地域に対
しては、行事等における公共交通の利用を呼びかける等、地域と協働で利用促進活動を推進していく。

南部町地域公共交通会議 事業の評価南部町地域公共交通会議 事業の評価

路線定期 上長田線 ： 計画どおり実施されている。
路線不定期 上長田線デマンド ： 計画どおり実施されている。
路線定期 東長田線 ： 計画どおり実施されている。
路線不定期 東長田線デマンド ： 計画どおり実施されている。
路線不定期 東長田線-上長田線デマンド ： 計画どおり実施されている。

路線定期 上長田線 目標245人：1,581人/年間
路線不定期 上長田線デマンド 目標878人：1,124人/年間
路線定期 東長田線 目標245人：884人/年間
路線不定期 東長田線デマンド 目標798人：454人/年間
路線不定期 東長田線‐上長田線デマンド 目標935人：1,980人/年間 目標計3,101人：6,023人/年間

（効果）地域の公共交通空白は解消している。通院、買い物等の日常生活における交通手段確保
・予約が分かりにくい、面倒だという意見がある。
・新型コロナウイルスの影響があるものの、、東長田線デマンド以外は目標を達成することができた。



交通体系図

日ノ丸バス
（4条路線）



運行系統図

系統名 上長田線 上長田線デマンド 東長田線 東長田線デマンド
運行形態 路線定期、路線不定期（予約型）
運行日・便数 路線定期平日１便・休日０便 路線不定期平日７便・休日８便
運賃 1乗車150円

系統名 東長田線－上長田線デマンド
運行形態 路線不定期（予約型）
運行日・便数 路線不定期平日６便・休日１便
運賃 1乗車150円













令和３年度 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価
三朝町地域公共交通協議会

生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統）の概要

三朝町の概要 交通協議会の構成員

協議会の主な取り組み

三朝町は、４つの谷沿いに日ノ丸バス（４条路線バス）が走り、本町民の生活圏域でもある倉吉市に繋がるよう公共交通網が広がってお
り、車を運転できない高齢者や学生を中心に、生活に必要不可欠な公共交通として機能している。
三朝町の公共交通は、少子高齢化や自家用車の普及等に伴い公共交通の利用者の減少が続いており、収支悪化による行政負担の
増加から、路線バスを存続維持していくのが年々厳しい状況となっている。
これに対応すべく策定された「鳥取県中部地域公共交通利便増進実施計画」では、本町の地形上、無駄の多い路線バスの系統を見直
し、より効率的な公共交通の確保を目指すもので、生活圏域である倉吉市と本町をつなぐ幹線を三朝線と上井・三朝線に絞り込み、その
幹線につながる小河内線及び穴鴨線については、町運営有償運送を運行することによりフィーダー化を実現するものである。
今後は、小河内線及び穴鴨線沿線住民の通院・買い物・通学を継続して確保するため、新たな町運営有償運送を安定して運営すること
が重要となってくる。

・昭和28年11月に町制施行
・人口 6,060人（令和２年10月現在）
・面積 233.52㎢

学識経験者 日ノ丸自動車㈱ 日ノ丸ハイヤー㈱ 日本交通㈱ 鳥取運輸支局
鳥取県 三朝温泉観光協会 三朝町老人クラブ連合会 三朝小学校PTA 三朝
町社会福祉協議会 各地域協議会 三朝町

・公共交通のあり方に関する検討

・町運営有償運送の運行

・路線バスのダイヤ等改善

・地域公共交通利便増進実施計画の策定 など

概 要

協議会における検討

協議会の開催状況 ４回開催
・第１回 令和３年５月25日開催
生活交通確保維持改善計画等に関する協議

・第２回 令和３年６月４日開催（書面決議）
自家用有償旅客運送登録に関する協議

・第３回 令和３年８月23日開催（書面決議）
路線バス停留所の共用に関する協議

・第４回 令和４年１月26日開催（書面決議）
生活交通確保維持改善計画の事業評価に関する協議

別添２



定量的な目標・効果

地域住民の意見の反映

（目標）
令和4年度事業期間に小型車両（14人乗り）１台購入

（効果）
小型車両を導入することにより利便性の高い運行形態を導入できる。

・令和３年６月に町営バスの愛称を公募し、268点の応募の
中から選考を行い、「みささサンサンバス」に決定した。

・窓口や説明会等で受けた意見は、適宜データベースに入
力し管理するなど、運行見直しに向けた検討材料としている。

三朝町地域公共交通協議会 事業の評価三朝町地域公共交通協議会 事業の評価

実施した利用促進策昨年度の自己評価に
対するフォローアップ

※新規の場合は、記載不要

昨年度の運輸局二次評価に
対するフォローアップ

※新規の場合は、記載不要

・周知チラシを対象沿線住民に全戸配布
・町報掲載、ホームページに専用ページを設置
・集落や老人クラブ等で説明会を開催
・路線バス利用者への個別による乗り方サポート
・通学児童を対象にした乗り方教室を開催 など



事業実施の適切性

目標・効果達成状況

事業の今後の改善点

（目標）目標通り車両1台を導入した。

（効果）小型車両を導入することにより利便性の高い運行形態を導入できている。

令和３年10月に運行を開始したばかりであり、今後利用者等からのニーズを適切に把握し、対応
を随時検討していく。

三朝町地域公共交通協議会 事業の評価三朝町地域公共交通協議会 事業の評価

計画通り適切に実施された



交通体系図 別紙



運行系統図 別紙

系統名：小河内線系統①
運行形態：交通空白地有償運送（不定期）
運行日・便数：平日・８便（休日・４便）
運賃：100円、200円

系統名：小河内線系統②
運行形態：交通空白地有償運送（不定期）
運行日・便数：平日・１便
運賃：100円、200円

系統名：小河内線系統③
運行形態：交通空白地有償運送（定期）
運行日・便数：休日・１便
運賃：100円、200円
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運行系統図 別紙

系統名：穴鴨線系統①
運行形態：交通空白地有償運送（不定期）
運行日・便数：平日・２便（休日・３便）
運賃：100円、200円

系統名：穴鴨線系統②
運行形態：交通空白地有償運送（定期）
運行日・便数：平日・１便
運賃：100円、200円

系統名：穴鴨線系統③
運行形態：交通空白地有償運送（定期）
運行日・便数：休日・１便
運賃：100円、200円
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凡  例 
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運行系統図 別紙 系統名：徳本線
運行形態：交通空白地有償運送（定期）
運行日・便数：平日・４便
運賃：100円
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